




第 1 号 200)5
オーストリアの前期中等教育段階における物理教育














































ては,前期中等教育段階の教科 ｢生物 ･環境 
殊教育学校 d hlsonerscue( )がある｡ 





 ngenih l b terpaneshl tscuauono( meL mmu )を定め,
を,明らかにしている｡ 特色作 りを行う場合とのそれぞれの週授業時間数

























































国語 D hteusc 5
 71444
総過時間数 731 2-72 83- 12 03-2 3 02143-
1トだ･修教科 ｢第 2現代外国語｣の採用で,2年間計で少なくとも過6
時間が準備される場合は,必修教科 ｢現代外国語｣は ｢第 1現代外国
6144)4)4数学 Ma ma
/.ヒ物 




7212.環境 Bi dUmunl iooge k dunetlwe り 





























ber 化学で行われている｡ 生物 ･環境で学校の特色作り 






表 2 ハウプトシューレにおける週授業時間数一独 10までに,つまり最大 5だけ増加させることが可
自の規定でもって,学校が若干の特色を出す場合 能である｡ 学校で特色作りをしない場合では設定き
) 2)1 られていない第 1学年で,物理を行うことも可能で3)4必修教科 学年と週授業時間数】 2 3 合計
ある｡ 一方,化学では,学校の特色作りで 4学年合














































ハウプ トシューレ - 1
学校 ヒ級段階 -1522I-
-1522
実科ギムナジウム下級段階 - 1 .2 2 5
表 4 後期中等 khiys(普通)教育段階における物理 P の週授業時間数
実科ギムナジウム上級段階 





2 】 3 932 01/




シューレと変わらない｡しかし,学校の特色作りを の制限は 4学年合計における許容幅でなく,許容最 
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オース トリアの前期 中等教育段 階における物理教育
低数である｡ 物理の過授業時間数は,ギムナジウム 4)参照,基礎学校の授業時間数の規定, Z3 :基礎学校における補習
は,付加的な学習を必要とする児童に対して,必要に応じて一年間ク
と経済実科ギムナジウム,実科ギムナジウムの 4カ ラス当たり,教科枠を越えた授業として提供される｡この補習は付加
年合計でそれぞれ 7と 9か 10を,最も少なくする 師による支援の必要性の決定に際して,補習の予定期間 (コー ス期間),




( l hihtpoyecnsce 
的あるいは総合的に実施されて良い｡学校授業法の 項に従い教1 72条 
既に,前稿 3)でも明らかにしてきたように,表 5礎 ･準備学校である総合技術学校 
)には,現在,全員が履修する普通教科とし





loog 5L)｣lhtserehieG desun, Jがある｡ おおよそ





表5 基礎学校 (国民学校の第 1-4学年)におけ
場合,事象教授で学校の特色作りを行おうとすれば,





育は学校種の違いによらず,第 1 (通算 5)学年で
必修教科 dt tgegensanePihnc 学年と過授業時間 1) はなされず,第 2-4 (通算 6-8)学年で 1･
宗教 iigonRle 2 2 2 2 2･2,過授業時間数計 5,行われる｡ しかし,学
be
首楽 Mu
I Sh i /esen ere. ,
数学 Ma ma
err










1111k iherzeungis なっている｡ 一方,前段階である初等教育段階にお
造形美術 Bi
上作織物 
11E ihrzeungd ihnerscel 1 1 ける物理教育の過授業時間数は,そもそも,科学 
(理科 )教育が事象教授の中で扱われているので,hsWekrenleshicneWekreniT tex 1 1 2 2





総週授業時間数 日 20-2320-2322-2522-25 教授とに焦点を当てることになる｡
日 学佼独自の規定によって,準備されている枠内で.必修教科 (宗教
日.学習目標 (学習指導要領)を除く)また必修訓練 ｢現代外国語｣における週授業時間数は,学年
､t1 ､ある学'たり最高 1時間,合計で最高 2時間まで,増減させてよい｡

年における必修教科の完全削除は許叶きれない こ参照,第 2郭, IZ
 
現代外国語 1Ⅹ2) Ⅹ2) 1
るには,ハウプトシューレの物理と基礎学校の事象･kj車V kh ihererserzeung Ⅹ3) Ⅹ3) Ⅹ3) Ⅹ3) 90
14 (学校独自の指導要領規定) 前期中等教育段階における物理教育の学習目標
2)叶能な総週時間数の枠内で配当できるのは年間の32授業時間数｡こ
を,ハウプトシューレの学習指導要領,表 6の物理れによって,総週時間数を変更してはならない ⊂ 
3)叶能な総過時間数の枠内で配当できるのは年間の10授業時間数ここ
れによって,総週時間数を変更してはならない ⊂ の陶冶 ･教授使命から,見ることにしたい｡
表 6 前期中等教育段階における物理教育の学習目標一陶冶 ･教授使命 B dL
教科固有の観点か ら山発 し,物理 と他の自然諸科学 との関連が取 り扱われる｡ 授業対象は他の陶冶領域全てに寄 与し,物理
学的内容に制限されるべ きでない｡
授業は,生徒に物理のモデル的思考 (現実 -モデル ーモデルの特性 一現実)を伝え,大きな関連の中に物理の知識を入れ込




一物理の典型的な思考様式 と行動様式 との理解 と年齢にあった活用
一日常関連の状況における物理の合法則性の適用限界の認識
一生徒実験か ら発 して, 吋能性 に従って.牡徒の経験領域にある問題 との自主で行為 を伴 う議論
一解釈案ない しモデル概念の展開,そ して, 自然 と l二学 とにおける物理現象でのその応用
その他に,物理教育は,他の授業対象 と結合 して環境概念の多層件 を生徒 に意識 させ る｡ これによって,環境におけるより
































｢事象教科｣の 6つの経験 ･学習領域の一つ ｢技術｣
に注目すればよいことになる｡
初等教育段階における物理///化学教育の学習目標
は,表 8｢事象教授｣の経験 ･学習領域 ｢技術｣の
陶冶 ･教授使命から,見ることにしたい｡
表 8 ｢事象教授｣の経験 ･学習領域 ｢技術｣の陶
冶 ･教授使命一初等教育段階における物理/化
学教育の学習目標







G haa Na社会 ,自然 tme u

























表 9 前期中等教育段階における物理教育の学習内容一教材 Lehrstof  
2,3学年












全ての物体は粒子からなる b htrpereseeeAlK6 na
日常経験から発し,生徒は徐々に粒子モデルと多様な物質特性へのその適用とに親しむべきである｡ 




















rienU Lnser :"bda｢温浴｣の中にある我々の生活 










電気は我々の生活を規定する :enLunserib testta mmt ebiitrzlkeE
日常経験から発し,生徒は電気エネルギーの工学的な生産と消費とのますます深くなる理解を獲得するべきである｡
一電気エネルギーと磁気エネルギーとの関係への洞察を獲得 ;永久磁石と電磁石 ;電磁誘導 







一光学機器の機能原理と結像におけるその限界との理解,そして文化史的な意味への洞察を獲得 (平面鏡と曲面鏡 ;屈折と全反射 ;盟
遠鏡と顕微鏡)
一自然における色の状況生成に関する基礎的な知識を獲得






lund Ederrefgeau dimWe lt:a地上と宇宙の曲線軌道 
it :ereernd Ma
生徒の日常イメージから発し,原子核における重要な現象の基礎的な理解が教えられるべきである｡ 


















｢事象教授｣の 6つの経験 ･学習領域の一つ ｢技術｣
に注目すればよいとしてきた｡この領域の学習内容
の大中項目を整理 ･表示すれば,表 10となる｡ 但
5のいわば中項目,
0.電気は我々の生活を規定する, 9.可視世界,1 し,23の中項目は,同じ大項目 ･中項目で,学年 
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田中 賢二
表10 ｢事象教授｣の経験 ･学習領域 ｢技術｣の学習内容 (大中項目)一初等教育段階における物理/化学
教育の学習内容
大項目 中項目 学年 学習内容 (中項B,) 完全 一致 ′ト項目数-
2 3 子どもの身の回りの技術的与件に関する知識を得る 2 
13 Ⅰ. 子どもの身 の 回 りにある技術 Ⅰ-1 1.24 直接的な関わりで技術的与件に関す子どもの身の回りの技術的与件に関する更なる知識を得る 2 
4 Ⅰ-2 1.2 物を扱 う,ここで固有の学習方法を知る 1 
5 3 固有の学習方法を深める :実験 A 1 
6 4 固有の学習方法を深める 1 
/ Ⅰ-3 1.2 技術器具の使用時に,責任感を有する行為を育てる 2 
8 3 技術の使用時に,事象に則した責任感を有する行為を育てる 1 
9 4 技術の使用時に,事象に則した責任感を有する行為を深める 1 
10 Ⅱ.諸力 とその作絹l12 Ⅱ-1 1.234 話 最初の諸力とその作用についての更なる知識を得る 諸力とその作用についての更なる知識を得る B B 32 1 
13 Ⅱ-2 3 固有の学習方法を学ぶ 2 
14 






























計23の中項目には,完全に同じ中項目が 2組 ｢事象教授｣の経験 ･学習領域 ｢技術｣つまり初
(A,B)もあるが,その中の小項目は同じではな 等教育段階における物理/化学教育の学習内容は,
い｡そもそも, 1･2学年では一括して学習内容を 経験 ･学習領域 ｢技術｣つまり物理/化学教育の学
示しているが,中項目名で見る限り,3･4学年で 習目標と対応して, 3 (ないし2)つの中項目が順
同じ場合もある｡ 中項目は,学習内容だけでなく学 に知識理解,方法習得,行動変容 (態度育成)から
習目標をも,つまり,(到達)目標の程度をも示し なると理解できる｡
ている｡同じ内容 (項目)でも,学年段階による目 経験 ･学習領域 ｢技術｣の 3つの大項目 :Ⅰ.千
標到達の程度が,例えば,｢知識を得る｣｢知識を深 どもの身の回りにある技術, Ⅲ.諸力とその作用, 
める｣｢更なる知識を得る｣など,異なることに, Ⅲ.物質とその変化別に,指示されている学習内容
さらに,学習内容や内容の取扱いよりも学習目標に, の中小項目を抜粋すれば,衣ll,12,13となる｡








































































































3:物質 (例えば,水,バター,ロウ)の変化 (液体,国体)を知る 
Ⅲ-2一同有の学習方法を知る 



























段階 前期中等 後期中等 初等
1項目 (0小項目)は,磁力,風力,水力などから
始まり,浮力で終わり,初等教育段階における物理
点数 63 50 49
平均 89ユーロe ll94 69.1 . .0
6.8 57 3.8教育の学習内容といえる｡ 大項目 ｢Ⅲ.物質とその 総額 512ユーロ 9 382






















































に対して sP k2+ CDROM ;
k2(
n 2( n 200)udS ete; ke n 4 
(eh n2000に対してP ke n4(eh n2000 dS














ke n2(eh n2000に対してP kh iys
-hlcuer















(eh n2000に対してP kv n2SX;など1点も別々に認定
されているので,実質では4点であるD後期中等教育段階用物理教科書 






























































Euro 42. 09.頁 ノ価格 
適用学年 ′年齢/ e/ll


























































ks-Vlo d hlonerscueunks- dS ,1
ihscE lng/ihtc ihtc
｢温浴｣の中にある我 の々生活23 04










可視世界24 63k dtsun eh ip ys の概要を
地上と宇宙の曲線軌道34 03
示せば,表 15となる｡また,同社の初等教育段階
用事 象教 授 教 科 書 dne
hrsc
iemlspa言b Fo nu


















ムナジウムなど普通教育中等学校の下級段階に対し 我々が活動 している世界 (運動), 3.全ての物体




また,S 言b mF nudE lは,
d kecenE tn
現象はどこにもある (電気現象), 7.電気工学はる｡ d kecentn
第 1学年の現代外国語 (英語)の授業にも認定され 多くのことを可能にする (電気工学), 8.電気は
ており,事象教授と英語の合科的な授業を可能にし 我々の生活を規定する (電気エネルギー), 9.可
0.視世界 (光), 1 地上と宇宙の曲線軌道 
表 17は,前 期 中等教 育段 階用物 理教 科 書 動),ll.物質の放射性 (原子)とは,第 3学年の
(曲線運
k dtsuneh iysP の内容構成の概要 (編 )である｡ 最初に ｢エネルギーは多くの形態をなす｣があるこ
とで異なるだけで,編 (大項目)の名称は完全に一
7表1 前期中等教育段階用物理教科書 Ph
学年 編 タイトル 良 また,この物理教科書に示されている学習内容計 
k dtsunejys
致している｡
2 1 物理が我々の生活を規定する 2181 編の計 31章は,学習指導要領で指示されていた 
(表 9)とは,多 くで22 我 が々活動している世界 23 11大項目の下の計 34中項 目 
32 全ての物体は粒子からなる 43
対応している｡ 例えば,指導要領で指示されている42 飛行の夢 51




中項目 ｢全ての物体の粒子モデルと重要な適用とを 理教科書 における索引の概要である｡k dtsuneh ipys
受け入れ理解 :粒子構造と基礎的な熱現象との間の 表 19 前期中等教育段階用物理教科書 P k dtsune
hiys

基礎的関連を理解 ;温度,熱,熱容量,熱膨張 :普 における索引の概要
学年 計の発生 と伝搬についての基礎的知識を獲得 し,応
総戻数 
用 ;圧力,振動数,音の高さ,大きさ,音速 :水中 索引総数 









｢物質の構造,温度と熱膨張,普,泳 ぐ一浮かぶ一 人名索引数 35 (実数 31)の指示頁における記述
名については出身8内容か ら,その内の 1
て,第 2 (通算 6)学年用教科書,第 3編 全ての 国を知ることがで きる｡
)0(計 1沈む｣に具体化させている｡ この具体化の 1例 とし
8この 1名の内訳は,イギ
の二人は,表 2の通 りである｡
4 4 3 2 2物体は粒子からなる, 章泳 ぐ一浮かぶ 一沈むは, リス , ドイツ ,アメリカ ,オース トリア ,
2デンマーク ,オランダ ･スエーデン ･旧ソビエ圧力の定義,連通管,水圧の差による浮力の説明,
13 ト･フランス ･イタリア各 である オース トリア浮力の法則に関する実験,浮 く為の つの条件,ア ｡
0ルキメデスの逸話,比重計 (浮きばか り)という学
習の流れになってお り,第 3節 浮力は何に依存す

















ionentta lternspaungた発見 DieK iene-学習目標一陶冶 ･教授使命 (表 6)でわかるように,
d kecungihEtgenrece n









貢献に,特に,配慮されるべ きである｡｣ という要 2891
















































13名の内 9名には挿絵があり,また,15名につ 13 2 12 興味深い水
14 2 17 風を観測 しよういては生没年が明記されているが,この二人には挿
15 2 3132 雪 と氷を使ったおもしろい実験絵もなく,生没年も明記されていない｡ 16 2 63 水の中で浮 く,沈む ?






( 17 2 64 大小いろんな川
8 3 58 59 大気観測1探究一試行 -実fung
i
it tserpr
19 3 60 雲
20 3 63 ひつつ く力






人として登場している唯一の人物 (酒井のコマ :酒 22 3 65 4万位 
井高男)である｡ 23 3 66
学習指導要領におけるオーストリア研究者などへ 25 4 8 教室にある 1台のコンピューター 
の配慮要請は,この前期中等教育段階用物理教科書 
で行われているが,過度なものといえk dtsuneh iysP 627 4 787 自然 -技術 水の循環-経済
るほどではない｡
8 1 -技術29 3 32 社会-自然 消防署などとピンチに協力する警察 
言biemJspaさて,初等教育段階用事象教授教科書 30 3 54 あらゆる魚は水中で生きる 
F horscenundEtnd kecenでは,物理教育の学習内 31 3 55 あらゆる植物は水が必要 
容は,どのようになっているのだろうか｡この教科 32 3 56 水に溶ける-水に溶けない
書における学習内容 (テーマ)は,そもそも学習指





における経験 ･学習領域 ｢技術｣の学習内容,計 
8頁の学年変化は,図 1である｡
事象教授教科書 
と決定的に異なっている｡k dtsuneh ipys 前期中等教









2層性を持たない学習内容からなっている 表 は,｡ 1
iemJspa
9nudE では,19テーマという階nF horsce ー 技術関連頁数
初 等教 育段 階用事 象教授 教 科 書 
d kecentnnudE における経験 ･学習領域n
｢技術｣の学習内容の概要 (テーマ)である｡ これ
F horsce





d kecentnnF horscenudE における経験 ･学習
領域 ｢技術｣の学習内容の概要 (テーマ),計 
833テーマ3頁
学午 良 良 経験 .学習領域 タイトル 
l り 51 抜術 簡単な大秤を組み立てよう 
2 2 52 さまざまな天秤があるよ 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年




nud E における経験 ･学習
6 4 34 電気は役に 立つ しか しまた危険で 領域 ｢技術｣の学習内容の学年変化 (頁数)
もある 
7 4 35 光る !あるいは光らない ? 
8 4 36 自転車のダイナモは小さな発電所 図2は,初等教育段階における物理//化学教育の
9 3 34 技術 一時間 職人の道具から機械に 学習内容であるといえる初等教育段階用事象教授教
lO 1 2829 4元素 
4 3 35 図 l 初等教育段階用事象教授教科書 
〇 3 36 空気で実験 しよう 
d kecentn
科書 d kecentnnhorsceielspa言b mF nudE における
経験 ･学習領域 ｢技術｣を中心とした学習内容の包


















を中心とした学習内容の包括関係 (頁数 ･テーマ数と割合) 
■lll』■ 全体2
‥､  - J､ 口 ノ
27頁 (100%)199テーマ (100%)
′

































d kecentnnhorsceieSpaBb mF nudE
と ｢自然｣とを中心とした学習内容の包括関係 (頁数 ･テーマ数と割合)
括関係 (頁数 ･テーマ数と割合)である｡ また,初 関係するのは53% (145頁)であるので,科学 (哩
等教育段階における ｢生物 ･環境｣教育の学習内容 料)の学習内容はほぼ半分の割合であるといえる｡
であるといえる初等教育段階用事象教授教科書 初等教育段階における物理/化学教育の学習内容
図 4 初等教育段階用事象教授教科書 における経験 ･学習領域 ｢技術｣
d kecentnnhorsceieSpal言b mF nudE における経験 ･
学習領域 ｢自然｣を中心とした学習内容の包括関係 のは単独の形で 3%
であるといえる経験 ･学習領域 ｢技術｣に関係する
(8頁),複合の形で 1
(頁数 ･テーマ数と割合)は,図 3である｡ さらに, 戻)であり,初等教育段階における物理/化学教育
図 4は,いわば初等教育段階の科学教育の学習内容 の学習内容は非常に少ない割合であるといえる｡ さ
であるといえる初等教育段階用事象教授教科書 らに,初等教育段階における物理のみの学習内容は
83(%4









教科書 d kecentnnhorsceielspa言b mF nudE におけ
る経験 ･学習領域 ｢自然｣を単独ないし複合の形でといえる初等教育段階用事象教授教科書 
31d kecentnnF horscenudE における経験 ･学習領域 ( 3頁)で,経験 ･学習領域





学 (理科)の学習内容の大部分が ｢生物 ･環境｣教
41関係するのは 53% ｢自然｣の複合だけの 18頁域 (7%)を除いた部























事 象 教 授 教 科 書 
の学習内容d kecenEtn 8頁))教育段階における ｢生物 ･環境｣教育の学習内容が
初等教育段階における物理/化学教育の学習内容よ が,指導要領 で指示 されている学習 内容 (衣 
りも独立性が高いといえる｡ 4の 5小項目)を個別的に独立して具体化さ131,21,1
初等教育段階の科学教育の学習内容であるといえ せているとはいい難い｡更に,例えば,数少ない対
言biemLspa 応関係がわかる ｢浮力｣の扱いに関しても,指導要る初等教育段 階用事象教授教科書 
nudE における経験 ･学習領域
｢技術｣あるいは ｢自然｣に単独ないし複合の形で で第 2学年であり異なっている｡この水の中で浮く,
d kecentnnF horsce 領では第 4学年で扱うことになっているが,教科書
22
6(関係する 15頁 3%)の内で,経験 ･学習領域 3頁)を,学習指導要領で指示されている





学習領域 ｢自然｣ に単独 の形で関係す る 48頁 して示せば,表 
(8%),経験 ･学習領域 ｢技術｣ と経験 ･学習領1
horscenieSpaBbmF
),水の中で浮く,沈む
表22 学習指導要領で指示されている学習内容の事象教授教科書における具体化の l例 :
dE n 2 6学年, 頁.経験 ･学習領域 
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○鉛筆 ○消しゴム ○遊びのサイコロ ○ピンポン球 ○プラスチックの塊
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会における位置づけなども扱う一方で,初等教育段 hciUtr ne氏 汀iitnsers
階ではほぼ力学だけであり,量的にも非常に少なく,
物理教育がなされていないとまでいえる状態であ
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